
 

 

 

 

「次期相模原市総合計画推進プログラム」策定に向けた 

意見募集の実施結果について 

 

１ 概要 

  本市は、「未来へつなぐ さがみはらプラン 相模原市総合計画」基本計画を戦略的かつ効

率的に推進するため、「相模原市総合計画推進プログラム（以下「推進プログラム」という。）」

を令和５年３月に策定しました。 

推進プログラムは、社会経済情勢の変化等に対応するため、毎年度更新することとしてい

ますが、更新に当たっての市民意見の反映のため、パブリックコメントに準じた意見募集を

行いました。その結果、２４人の方から４９件のご意見をいただきましたので、市の対応状

況や考え方について、次のとおり公表します。 

 ※ご意見の対象取組ごとに細分化して市の考え方を示しているため、実際の意見数よりも多 

くの件数（110 件）となっています。 

 

２ 意見募集の概要 

 ・募集期間  令和５年４月１５日（土）～令和５年５月３１日（水） 

 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール、Logo フォーム 

 ・周知方法  市ホームページ、市SNS、広報さがみはら、窓口への配架 など 

  ※ 資料の配架場所 

政策課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンター（城山、橋本、本庁６地区まち

づくりセンター、大野南を除く）、各出張所、各公民館（沢井公民館を除く）、各図書館、

公文書館 

 

３ 結果 

（１）意見の提出方法 

   

 

 

 

 

 

 

 

意見数 ２４人（４９件） 

内 

訳 

直接持参 １人（ ２６件） 

郵送 人（ 件） 

ファクス 人（ 件） 

電子メール  人（ 件） 

Logo フォーム ２３人（２３件） 



 

 

 

（２）意見に対する本市の考え方の区分 

    ア：推進プログラム（令和６年度～８年度）に意見を反映したもの 

    イ：今後の参考とするもの 

    ウ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 

 

（３）件数と本市の考え方の区分 

   

項目 件数 
市の考え方の区分 

ア イ ウ 

①  重点テーマ「少子化対策」に関すること 5 2 3 0 

②  重点テーマ「雇用促進対策」に関すること 4 4 0 0 

③  重点テーマ「中山間地域対策」に関すること 8 4 4 0 

④  
目指すまちの姿Ⅰ「夢と希望を持って成長できるまち」 

に関すること 
34 4 29 1 

⑤  
目指すまちの姿Ⅱ「笑顔で健やかに暮らせるまち」 

に関すること 
14 10 4 0 

⑥  
目指すまちの姿Ⅲ「安全で安心な暮らし暮らしやすいまち」

に関すること 
3 2 1 0 

⑦  
目指すまちの姿Ⅳ「活力が交流と新たな価値や魅力を創造するまち」

に関すること 
27 8 18 1 

⑧  
目指すまちの姿Ⅴ「人と自然が共生するまち」 

に関すること 
11 7 4 0 

⑨  
目指すまちの姿Ⅵ「多様な主体との連携・協働により持続的に発展するまち」

に関すること 
4 1 3 0 

合 計 110 42 66 2 

 



 

 

（４）意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 

 ※区分が「ア」としたものは、推進プログラム（令和６年度～８年度）において意見を反 

映させた事業を記載しています（カッコ内は推進プログラム掲載ページ）。 

 

重点テーマ「少子化対策」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

１ 

 

現在、2 歳児の母です。毎月の

保育料が高く、2 人目を産むこと

を考えられません。東京都、兵庫

県明石市などのように保育料第二

子以降無料としてくだされば、2

人目も生みたいと思っています。 

また、現在非正規での就労のた

め妊娠・出産後は継続した手当が

ありません。それも一つの要因で

す。相模原市は未来ある都市だと

思いますので、どうか少子化対策、

子育てに力を入れて頂けないでし

ょうか。 

保育料減免について、市独自での軽減措置

を実施しておりますが、さらなる拡大につい

ては、財政負担が大きく、自治体単位では実

現が困難な状況です。 

 このため、国に対して、少子化対策として

減免制度を統一的に拡大するよう、要望して

います。 

イ 

２ 若い世代の結婚を増やさなけれ

ば子どもも生まれないので、経済

面を豊かにして欲しい。 

・就労支援・職業紹介事業（P58） 

・市就職支援センターにおける分野横断的 

な支援（P13) 

・ハローワークとの連携強化（P13) 

・学生・新卒未就職者等就労支援事業（P13) 

・起業家創出事業（P13) 

・イノベーション創出促進事業（P13) 

・若者無業者への職場体験機会提供（P13) 

・多様な働き方促進事業（P11、P13) 

ア 

３ 仕事との両立のために、保育園

へもっと入りやすくしてほしい。

また、駅に子供を預けてそこから

保育園に送り届けてくれるサービ

スも必要と考える。 

保育需要の高い地域については、保育所を

設置するなどの対応を図っています。 

 また、送迎ステーションについては、児童

の待機場所や安全にバスへ乗降できる場所

の確保、送迎によるこどもの負担などの課題

があると考えています。 

イ 



 

 

 

４ 全天候型の遊び場は子供が小さい

頃にあって欲しかったです。堺市

のビックバンなどを参考になさっ

てはいかがでしょうか？ビックバ

ンはちょっと無駄な部分もあり人

件費かかりそうなので、維持費を

考えて作って欲しいです。公園プ

ールは明石市、大和市を参考にな

さったらどうでしょうか。休みの

日に市内で遊べる施設が欲しいで

す。 

・子ども若者健全育成支援事業（P22) 

 

ア 

５ 妊娠中の検診や 1 か月児検診を

無料にして欲しいです。補助券な

どもありますが、足りないです。

あとは、市内の子どもの遊び場が

少ないと思うので増やして欲しい

です。 

 妊産婦の健診は健康管理の点で重要であ

ると認識しております。より利用しやすくな

るよう、他自治体の実施状況等を注視しなが

ら、課題を整理して参ります。 

 また、遊び場につきましては、児童館やこ

どもセンター、公園など、子どもたちが伸び

伸びと自由に遊んだり過ごしたりすること

ができる場所は重要であると考えています

ので、引き続き、子どもの遊び場等の充実を

図ってまいります。 

イ 

 



 

 

重点テーマ「雇用促進対策」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

６ 市内に働く場所が増えると市内

での市民の移動やお金の動きも増

えるので、企業を誘致して欲しい。 

・工業集積促進事業（P13、P57) ア 

７ 人手不足解消とロボット産業の

進行を結びつけることができれ

ば、産業振興と人手不足解消が同

時に進化すると考える。また、生

活基盤が十分かつ、「無駄な費用」

が少ないこの街であれば、自動化

が進む中での多様な雇用のあり方

を実証することができると考え

る。 

・中小企業研究開発支援事業（P13、P57） ア 

８ 幅広い年齢層の人の雇用促進、

就職決定実現のため、担当カウン

セラーをつけて面接に同行が許可

されれば合格率も上がり働く人材

は増えると考える。 

・就労支援・職業紹介事業（P58） ア 

９ 障害者の家族や、介護等をして

いる家族は働く時間が制限される

ため、フルタイムで働くことが難

しい。そのため引き続きリモート

ワークの推進や、短時間労働を増

やすような支援をしてほしい。 

・多様な働き方促進事業（P13） ア 

 



 

 

重点テーマ「中山間地域対策」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

１０ 中山間地域において、核とまで

はいわないがハブが不足している

ように思える。観光にしても生活

にしてもここに行けば良いという

場所がない、特に生活基盤は橋本

あるいは八王子頼みの現状があ

る。 

・魅力創出・交流拠点推進事業（P16) 

・中山間地域モデル地区推進事業 

（青根・小原）（P16） 

ア 

１１ 橋本をハブとするならばスポー

クを今まで以上に強化しつつ、「橋

本の目が津久井に向く」ことに注

力しなくてはいけないし、新しい

ハブを設定するならばそれ相応の

投資やそれを呼び込む指針が必要

になる。閑散地域とは言い切れな

い地域であるだけに整備を期待し

たい。 

・魅力創出・発信事業（ブレジャー推進事業）

（P16) 

・中山間地域モデル地区推進事業 

（青根・小原）（P16） 

ア 

１２ 中山間地域の課題は都市部から

の税金を中山間地域で使うという

形ですと、長期的には限界が来る

ため、森のイノベーションラボ

FUJINO の活動なども含めて、地域

でのイノベーションが発生し、事

業によって解決できるような取組

や独自の規制緩和などを行うチャ

レンジを優先的に行っていくべき

と考えられます。 

・森ラボ交流促進事業（P16) 

・緑区特設サイト中山間地域魅力発信事業

（P16） 

ア 

１３ 津久井エリアの観光資源を活か

し、それらを持続可能なものにす

るには、交通インフラの整備が不

可欠。コロナ禍で減便された路線

バスの運行本数を元通り（できれ

ば増便）させるため、バス会社に

資金援助をする。この 2 点で新た

な雇用創出になると思う。 

中山間地域においては、採算性等の課題か

ら撤退の申し出があったバス路線に対し、生

活を支える交通手段として、公費により維持

する取組や、交通不便地域等における高齢者

などの移動制約者の生活交通手段を確保す

るため、乗合タクシー等を運行しています。

引き続き、地域の実情に応じた移動手段の確

保に向け取り組んでまいります。 

イ 



 

 

 

１４ リニア開業後に鳥屋車両基地ま

での回送線旅客化（中間駅）が必

要。国交省や県にも支援を依頼す

る。リニア車両基地を東海道新幹

線浜松工場のように定期的に一般

公開・見学施設を設置すれば、新

たな観光資源になる。 

回送線の旅客線化は、周辺地域の活性化や

本市の観光振興に繋がるものと認識してい

ますが、リニア事業の進捗を踏まえ、神奈川

県や周辺自治体との連携を図りながら、中長

期的に粘り強く取り組んでいく必要がある

と考えています。 

 また、車両基地は魅力的な観光資源であ

り、本市のＰＲにも繋がるものと考えられる

ことから、車両基地見学の機会などを設けら

れるよう、地域の皆様の御意見を伺いなが

ら、ＪＲ東海と調整しています。 

イ 

１５ 「道の駅」をつくる。 ・魅力発信・交流拠点推進事業（P16) ア 

１６ 山と湖の眺望が楽しめる場所

に、景観を損なわない低層の宿泊

施設をつくる。 

観光客の滞在時間延長に向けた、ホテル等

の宿泊施設の誘致について検討していきま

す。 

イ 

１７ 中山間地域は過疎化が進んでお

り、これは全国的に課題をされて

いる。緑区山間部にも観光地が多

くあるが、公共交通機関のアクセ

スが課題である。自動車やバイク、

自転車だけでなく、鉄道で市に観

光に来てもらうべく、旅行会社と

連携し、市内の観光地を巡る日帰

りバスツアーなどを企画するのも

良さそうです。 

公益社団法人相模原市観光協会が旅行会

社等の民間事業者と連携した商品造成を担

っていることから、市はさらなる推進に向け

た支援に取り組んでまいります。 

イ 

 



 

 

目指すまちの姿Ⅰ「夢と希望を持って成長できるまち」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

１８ 子育てをしていくうえで文化施

設が重要と考えます。 

また、公民館などの公的施設で

の活動をしやすくしてほしいで

す。 

 公民館では、子育て団体、子育て支援団体

の活動を支援するため、使用料を免除してお

ります。 

 公民館が、学びを通じた「人づくり、つな

がりづくり、地域づくり」による地域コミュ

ニティを支え、引き続き、子育て中の親子の

交流と連携の核となるよう努めてまいりま

す。 

イ 

１９ 図書館が遠く、子どもと気軽に

歩いて通える距離ではない。今の

住まいに引っ越す前は、１km程度

離れた場所に図書館があり、よく

本を借りていた。今は通いづらい

距離にある為、本を借ることは無

くなった。子ども達には本を通じ

て様々な経験や知識を得てほしい

し、大人も様々な情報に触れやす

い環境であるべき。小規模でも構

わないので、図書館を増やしてい

ただきたい。 

 本市では新たに図書館を設置する計画は

ございませんが、市民の皆様にとって身近な

各地域の公民館等２５箇所には図書室があ

り、図書館とはオンラインシステム及び配送

網で結ばれ、どこの図書室でも市内図書館・

図書室の蔵書をお受け取りいただけるサー

ビスを提供しています。 

 今後もさらに多くの市民の皆様に御利用

いただけるよう、図書館と図書室の連携強化

により蔵書の魅力向上を図るなど、図書館サ

ービスの充実に努めてまいります。 

イ 

２０ 貧困家庭でも私立学校に行ける

ように補助金を出してほしい。 

 私立高等学校の授業料につきましては、国

の「高等学校就学支援金」と合わせ、各都道

府県で実施している独自制度により、一定の

世帯年収まで実質的な無償化が行われてい

ます。 

 そのため、本市では市民税所得割非課税世

帯の高校生を対象に、授業料以外の学校教育

費を支援する「給付型奨学金制度」を実施し

ています。 

イ 

２１ 産後うつ防止のためには自分の

時間を持つことが大切であると思

う。乳児期の一時保育を充実させ

てほしい。 

 産後うつ予防等の対策の一つとして、出産

後間もない産婦等を対象とし、母親の身体的

回復と心理的な安定を促進するとともに、母

親自身のセルフケア能力を育み、母子とその

家族が健やかな育児ができるよう、産後ケア

事業を実施しております。令和６年４月から

対象者の拡充や利用者負担額の軽減等を行

い、支援の充実を図っていきます。 

イ 



 

 

 

２２ 中学の給食はありがたいです。

でも、小学校の給食がよかったと

言われます。小学校のような給食

は難しいでしょうか。 

・学校給食推進事業（P24） ア 

２３ 小学校の朝旗振りが週に 1 回あ

ったり、1 年生の慣らし期間が長

くすぐに帰ってきたり、母に働い

て欲しいのか、子育てして欲しい

のかどっちなのかと思いました。 

旗振りを含む登下校時の見守り活動につ

きましては、地域や保護者の皆様のご協力を

引き続きいただきながら実施するとともに、

教育委員会としても担い手の確保に努めて

まいります。 

また、小学校入学当初の１年生につきまし

ては、学校のルールや新たな先生や友だちと

の出会い、授業の受け方など、多くの新しい

環境に慣れることが必要であることから、各

学校において、１年生の授業時間や授業内容

など、柔軟なカリキュラム編成を行うこと

で、学校生活に円滑に移行していくものと考

えております。 

ウ 

２４ 母が心の病気の家の子供がいつ

もその辺をフラフラしていて、近

くに子供が集まれる場所があれば

いいと思いました。キッズルーム

のあるマンションに頼らず行政で

用意できたらいいと思います。 

 現在、市立児童クラブは６８クラブ運営し

ています。引き続き、学校施設等の活用や民

間児童クラブとも連携を図りながら、放課後

の子どもの居場所の確保に努めてまいりま

す。 

イ 

２５ 不妊治療にかかる費用の補助を

するべきだと思います。産まない

選択をした人よりも、産みたいと

思っている人を支援した方が良い

と思います。 

国の不妊治療への保険適用の状況や、他自

治体の治療に対する助成の実施状況などを

注視して参ります。 

イ 

２６ 第 3 子から支給され、所得制限

はあるものの大半の世帯が受給す

る家族手当 

 各種手当に関しては、一律の現金給付か

ら、より一層効果的で具体的な支援に移行す

るため、市単独の現金給付は廃止・縮小をし

てきております。 

 このことから、新たな現金給付制度の創設

は難しいものと考えます。 

イ 

２７ 子育て世代、特に 3 人以上の子

育て世帯に対して、大幅な所得税

減税を適用する N 分 N 乗方式の導

入。 

 所得税減税や年金加算等の国の制度につ

きましては、必要に応じて国に要望すること

などを検討してまいります。 

イ 



 

 

 

２８ 子育ての為に仕事を全面的に休

むか、週 4 日や 3 日勤務、半日勤

務などの時短労働を選択できる就

労自由選択補足制度の導入。 

・多様な働き方促進事業（P13） ア 

２９ 育児で保育ママに子どもを預け

る選択をした場合に支給される保

育方法自由選択補足手当の導入。 

各種手当に関しては、一律の現金給付か

ら、より一層効果的で具体的な支援に移行す

るため、市単独の現金給付は廃止・縮小をし

てきております。 

このことから、新たな現金給付制度の創設

は難しいものと考えます。 

イ 

３０ 妊娠後の参加の受診料、検診費、

主産前診断、出産費用など妊娠出

産から産後のリハビリテーション

を含む費用の全面無料化。 

 安心して妊娠出産ができ、円滑に育児のス

タートができるよう支援体制の整備を図っ

て参ります。 

イ 

３１ 母親同様の有給扱いで育休を取

る父親も賃金の 80％を保障する。 

 育児休業給付金制度は国が所管しており、

国の動向を注視してまいります。 

イ 

３２ 不妊治療を公費で実施（43歳ま

で） 

  国の不妊治療への保険適用の状況や、他

自治体の治療に対する助成の実施状況など

を注視して参ります。 

イ 

３３ 高校までの授業料無料、大学も

少額の登録料のみ（私立は例外）、

返済不要の奨学金制度の導入。 

 高等学校の授業料につきましては、国の

「高等学校就学支援金」と合わせ、各都道府

県で実施している独自制度により、私立学校

も含めて一定の世帯年収まで実質的な無償

化が行われています。そのため、本市では市

民税所得割非課税世帯の高校生を対象に、授

業料以外の学校教育費を支援する「給付型奨

学金制度」を実施しています。 

大学の授業料等につきましては、国の「高

等教育の修学支援制度」がございますので、

そちらをご活用ください。 

イ 

３４ 3 歳まで育児を引き受ける認定

保育ママから学童保育まで無料

化。 

 保育料減免につきましては、市独自での軽

減措置を実施しておりますが、さらなる拡大

については、財政負担が大きく、自治体単位

では実現が困難な状況です。 

 このため、国に対して、少子化対策として

減免制度を統一的に拡大するよう、要望して

おります。 

 なお、学童保育（児童クラブ）の無料化に

ついては、現在検討していません。 

イ 



 

 

 

３５ PACSで事実婚の社会保障への組

み込み、非摘出子という言葉の民

放からの削除。 

 国の動向を注視してまいります。 イ 

３６ 子どもを 3 人養育すると年金が

10％加算される年金加算の導入。 

 所得税減税や年金加算等の国の制度につ

きましては、必要に応じて国に要望すること

などを検討してまいります。 

イ 

３７ 子育てにかかる費用を無料にす

るべきです。 

 公立小中学校への就学にあたり、経済的理

由でお困りの方に対して学用品費等の義務

教育に伴って必要となる学校教育費を援助

する「就学奨励金制度」を実施しているほか、

市民税所得割非課税世帯の高校生を対象に、

授業料以外の学校教育費を支援する「給付型

奨学金制度」を実施しています。 

 また、子育て世代への支援は、大変重要な

ことだと認識しておりますが、学校給食費の

無償化を継続して行っていくことは、本市の

財政に与える影響が大きいため、引き続き、

他の指定都市と連携し、国に対し、制度の創

設及び財政措置について要望してまいりま

す。 

 経済的負担を考えながら、今後の子育て支

援施策を検討してまいります。 

イ 

３８ 地域の支援級で行う授業や環境

などが先生の力量で決まるため、

学校によって体制や取組がバラバ

ラである。また学年が上がると先

生が入れ替わり、支援の引継ぎが

不足していて、子どもたちのスム

ーズな学びに繋がりにい。現場の

先生方に任せきりではなく、ある

程度のノウハウ共有や監修をして

くれる機関があるとよいと感じ

る。 

 各学校では「個別の教育支援計画（Map）」

を踏まえ、「個別の指導計画」を作成してお

り、乳児期から学校卒業までの一貫した支援

計画を立て、児童生徒の教育的ニーズに合わ

せたきめ細かな支援を行っているところで

す。 

 また、教育委員会では支援教育コーディネ

ーターを対象とした研修や支援教育に係る

専門的な知識を獲得できるスキルアップ研

修等の実施により、ノウハウの共有と技術向

上に努めています。 

イ 



 

 

 

３９ 不登校率が高く、オンライン型

の教育がシェアを伸ばしている昨

今。学校に集めての教育体制だけ

でなく、オンラインでの教育や、

様々なオルタナティブ教育のあり

方も公教育と連携させていく必要

があると感じられます。既存の教

育の方法等は大きく様変わりして

いく中で、教育人員だけでは追い

つかない点もあると考えられ、民

間によるサポートなども含め、多

くの選択肢があるように対応を行

っていくべきかと思われます。 

 児童生徒が自分に合った多様な学びの場

で社会的な自立を目指すという考えの下、学

校以外の居場所としての相談指導教室の充

実やフリースクールとの連携等の取組を進

めています。 

 引き続き、オンラインを活用した不登校児

童生徒への学習支援等、一人ひとりに寄り添

った効果的な支援に努めてまいります。 

イ 

４０ 小中学校の給食について、中学

生を全員が給食を食べられるよう

にしてください。 

・学校給食推進事業（P24） ア 

４１ 小学生の給食を無料にしてくだ

さい。 

 子育て世代への支援は、大変重要なことだ

と認識しておりますが、学校給食費の無償化

を継続して行っていくことは、本市の財政に

与える影響が大きいため、引き続き、他の指

定都市と連携し、国に対し、制度の創設及び

財政措置について要望してまいります。 

イ 



 

 

 

４２ 産後うつの予防や新生児への虐

待予防等を図るための産前からの

妊婦及びその家族への指導、支援

の充実を図る（バースドゥーラの

導入など産前から産後通して寄り

添うケアが必要）。 

 産後うつ予防等の対策の一つとして、出産

後間もない産婦等を対象とし、母親の身体的

回復と心理的な安定を促進するとともに、母

親自身のセルフケア能力を育み、母子とその

家族が健やかな育児ができるよう、産後ケア

事業を実施しております。令和６年４月から

対象者の拡充や利用者負担額の軽減等を行

い、支援の充実を図っていきます。 

イ 

４３ 地域子育て支援拠点事業や障害

のある子どもに対する相談や療育

支援の場をより身近にする。異年

齢交流やインクルーシブ教育の促

進のため、拠点を学校の空き教室

等利用してはどうか。 

 インクルーシブ教育システムの構築のた

めに、既に市立学校に支援級である情緒級、

知的級を必要に応じて開設し、肢体級等を拠

点校として整備しています。 

 同様に、通級指導教室の各区への拠点校設

置も行っており、巡回方式を含めた、今後の

拡充を検討しているところです。 

 また空き教室等の利用につきましては、関

係各課とともに検討を進めているところで

す。 

イ 

４４ ニーズに合った支援のためによ

り詳細把握してほしい。人材の確

保、拠点の増設のためにニーズの

把握（どんなエリアにどれだけ必

要か）。障害のある子ども及び親の

インクルーシブ教育に関するニー

ズの把握（支援級、普通級に通い

たい、通わせたい。分け隔てなく

支援級をなくしたいなど） 

 支援を必要とする子どもが制約や困難を

改善・克服するために、保護者の意向や将来

の希望などを把握しながら、学校等で支援を

行っているところです。 

 引き続き、就学相談の充実等により、ニー

ズ把握に努めてまいります。 

イ 

４５ 地域学校協働の為にもっと学校

を地域に開いて欲しい。地域で子

育てを支援する環境を整えるため

に子育て支援拠点の充実が必要で

あり、小学校区ごとでの取組がで

きるよう学校の開放を許可してほ

しい（子ども食堂や無料学習塾の

場、フリースクール、放課後デイ

サービス、学童など）。 

 学校の開放につきましてては、安全対策や

施設の施錠等の面で課題を解決する必要が

ありますが、引き続き検討を進めてまいりま

す。 

イ 



 

 

 

４６ 安心して生活できる環境づくり

の為に社会的療育の在り方を考え

る。親子を引き離すことが本当に

必要か、親子の関係性ごと見守れ

る場や、本当に必要であればレス

パイト施設の充実を図る。 

 令和 4年改正児童福祉法において、児童等

に対する家庭及び養育環境の支援を強化し、

児童の権利の擁護が図られた児童福祉施策

を推進するため改正が図られ、これを受け次

期都道府県社会的養育推進計画策定の見直

しが予定されており、今後の参考とさせてい

ただきます。 

イ 

４７ 本当の不登校対策のために当事

者たちの声を聞いて欲しい。当事

者の求める場づくりの為の支援、

不登校児の居場所づくり、抱える

家族の相談窓口の充実を図る。 

 不登校児童生徒の実態に配慮した教育機

会を確保するため、青少年教育カウンセラー

やスクールソーシャルワーカーの増員によ

る相談支援体制の充実、相談指導教室の機能

拡充や校内登校支援教室のモデル実施等に

学校内外の居場所づくりに取り組んでいる

ところです。 

また、相談窓口につきましては、オンライ

ンによる相談や相談時間等の検討を進めて

まいります。 

イ 

４８ 農業の有機化促進の為、有機野

菜の導入に力を入れて欲しい。 

 農業者や関係事業者、地域が一体となって

取り組む有機農業の仕組みづくりを目指し、

相模原市有機農業実施計画に基づき、「オー

ガニックビレッジ」の取組を進めており、今

後につきましても、いただいたご意見を参考

に取組を進めてまいります。 

イ 

４９ 中学校給食はそのままお弁当が

良いという意見、温かいものを温

かいままという意見を取り入れる

為、センター（箱もの）ありきで

はなく周辺小中学校での親子方式

から初めてもいいのではないか再

検討を求める。 

 現在準備を進めている中学校給食の全員

喫食につきましては、「相模原市学校給食あ

り方検討委員会」において、親子方式を含め

た各方式についてご審議いただき、本市にふ

さわしい実施方式として、早期に実現可能な

センター方式を基本とする旨の答申をいた

だいたものです。 

イ 

５０ 生涯学習に公民館ではなく地域

住民の多彩な講座も学校教育の講

師としてお呼びするなど、先生た

ちも児童とともに子どもたちが地

域つながる機会の創出にもなる。 

 豊かな知識、経験等を有した地域人材を学

校教育活動において活用し、創意工夫のある

教育活動を充実させながら、地域住民とのつ

ながりも深めているところです。 

イ 



 

 

 

５１ 高齢化が進む中、認知症の理解

は必須となる。地域全体で子ども

の成長と高齢者を支えるために交

流に力を入れて欲しい。地域の方

の活力にもなるのではないか。芸

術に触れる機会が子どもも高齢者

もより刺激となる。 

・福祉コミュニティ形成事業（P28） 

・認知症総合対策事業（P30） 

ア 

 



 

 

目指すまちの姿Ⅱ「笑顔で健やかに暮らせるまち」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

５２ 犬猫等の動物との共生を目指す

ために殺処分ゼロや保護犬猫を飼

いやすい状態を促して欲しい。 

・動物愛護管理事業（P44） ア 

５３  生涯独身、子供なしの夫婦とい

った世帯が増えており、またそう

した世帯でなくとも将来的にはお

ひとり様となる世帯が多数を占め

る。少子化が否応なく進むなか、

独り身でも心豊かに安心して暮ら

せるよう、若いうちから繋がりを

作れるまちづくり、イベント開催

などを行なってほしい。 

全国的に人口減少・少子高齢化が進む中に

おいても、本市が多くの方々に選ばれるまち

となり、持続可能性を高めていくことを目的

に、市総合計画に基づき引き続き具体的な取

組を実施してまいります。 

イ 

５４  子どもの学習支援や居場所支援

はすでに活動している団体がたく

さんあるので、その団体が活動を

継続しやすいような場所の提供や

補助などをするのがよいと思う。 

・子育て支援事業（P20） ア 

５５  障害児は医者に連れて行くのが

大変で、家族も理解のある医者を

探すのにとても苦労している。相

模原は歯科医は障害者向けのリス

トなどがあり進んでいるようだ

が、それ以外の医療機関に関して

も同じような体制を整えていって

ほしい。 

 障害のある方に対応している医療機関の

リストについては、今後、障害者団体や医療

関係団体等と調整の上、その必要性や掲載内

容を検討してまいります。 

イ 

５６  ６５歳から医療費の窓口負担を

１割負担にしてください。 

 国民健康保険については、被保険者の年齢

構成や医療費水準が高いことなど構造的な

問題を抱えており、本市においても国民健康

保険財政は大変厳しい状況が続いているこ

とから、一部負担金の割合の引下げを実施す

ることは難しいものと考えています。 

 また、75 歳以上の方が加入する後期高齢

者医療制度については、所得により自己負担

割合が１割となる場合があります。 

イ 



 

 

 

５７  誰一人取り残さないためにも、

タクシーチケットの配布やバスの

無料券等の配布による免許返納し

た人への交通手段の補助を検討し

てもらいたい。 

 敬老パスなどの導入は、多額の経費を要す

ると見込まれるほか、地域間の公平性の課題

があり、実施は困難と判断しています。この

ため、地域主体の移動支援の取組を支援する

「地域おでかけサポート推進事業」を実施す

るなど、地域の社会資源等を活用した高齢者

等の移動手段の確保に取り組んでいます。 

イ 

５８ 福祉コミュニティ形成のために

役割を明確化し必要なスタッフの

配置を求める。地域の関係者の連

携、協働とあるが民生委員、児童

委員の負担軽減ともなる。包括的

支援のために誰がどこまでの権

限、責任があるのか、高齢、障害

だけでなくヤングケアラーなど多

様化する問題のそれぞれのスペシ

ャリストの配置も必要となってく

る。体制を整えて欲しい。 

・地域福祉支援体制推進事業（P28） 

・福祉コミュニティ形成事業（P28） 

ア 

５９ 適切な人員配置のために、ボラ

ンティアが生活保護利用者、ニー

トなどの就労を求める人をマッチ

ングしてほしい。介護、保育、教

育は資格がなくても見守る目が必

要であったり、農業の有機化を推

進するにあたり人材不足である。

これから進めていきたい事業との

連携に力を入れて欲しい。 

・市就職支援センターの分野横断的な支援

（P13） 

・若年無業者への職場体験機会提供（P13） 

ア 

６０ 福祉コミュニティ形成のため相

互理解に力を入れて欲しい。地域

に住む人の特性を皆で知り、支え

合える為にまず知り、交流の場も

作っていく。分けられ支援される

ままでは担い手も追いつかない。

特別なスキルがなくても見守り合

える地域を作っていく。困ってい

ることを伝えられる顔見知りを増

やす。 

・福祉コミュニティ形成事業（P28） ア 



 

 

 

６１ 健康づくりの為に体を動かすこ

とだけでなく、食育、コミュニケ

ーションの場、内側からの健康と

話したり笑ったりする場の充実も

図りたい。マスク着用や引きこも

るよりも笑顔でつながる美味しい

ものを食べるなど、免疫力アップ

に努めて欲しい。 

・健康づくり推進事業（P33） 

  

ア 

６２ 医療機関への助成も必要かもし

れないが、いざという時のためよ

り日頃のケアを充実させて欲し

い。本当に緊急の時はどういう時

かの適切な指導、緊急にならない

様日頃の相談、健康づくりをかか

りつけ医ならぬ相談窓口や助産師

さんと繋がり丁寧に行う。 

・健康づくり推進事業（P33） ア 

６３  平和実現のために平和意識の普

及だけでなく戦争に駆り出される

ことのないよう、武力行使しない

よう憲法（非常事態条項など）の

あり方などについても学習、情報

提供の機会を設けて欲しい。市を

挙げて原発を稼働させないための

節電も推進してほしい。SDGｓ推進

都市、再エネ推しの相模原なら再

エネ 100％、原子力 0％へ持ってい

けると信じています。 

・平和思想普及啓発事業（P36） 

・脱炭素型まちづくり推進事業（P67) 

ア 

６４ 人権尊重のために新たに相模原

市人権尊重のまちづくり条例も必

要かもしれませんが、こどもの権

利条例が制定されて何が変わった

か、もっと何が必要か評価し推進

してほしい。 

・人権施策推進事業（P37) 

 

ア 



 

 

 

６５  健康ないきいきとしたまちづく

りの為に精査してほしい。今まで

やってきたものの必要性を精査

し、今必要なのか必要なところに

税金を使ってほしい。感染症を必

要以上に恐れ、不安をまん延させ

るのではなく、心から元気になれ

る事業を進めて欲しい。 

・健康づくり推進事業（P33） ア 

 



 

 

目指すまちの姿Ⅲ「安全で安心な暮らしやすいまち」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

６６ 住まいの近くには西門商店街が

あるが、閉店している店も多く、

大通り沿い（桜並木沿い）も破損

した箇所や錆びた箇所が目立って

いる。何となく陰の雰囲気を感じ

るし、実際不審者情報も多いエリ

アだと思う。行政も介入する事で、

商店街の再建や大通り沿いに建つ

建物の修理・整備などを行い、陽

の雰囲気を感じられるエリアにし

ていただきたい。実際、不審者と

遭遇し、怖い思いをした子どもた

ちもいると聞く。子どもたちの安

全を守る為にも、検討いただきた

い。 

・商店街振興支援事業（P59） 

・中心市街地活性化推進事業（P59） 

  

ア 

６７  不審者が多いので、警察署を増

やして欲しい。 

引き続き、交番の新設等について、県警察

に要望を行います。 

イ 

６８ 消費者を守るためにも、消費者

の自立に向けた教育に力を入れて

欲しい。かしこい消費者、エシカ

ル消費の推進をお願いします。 

・消費者保護啓発推進事業（P45） ア 

 



 

 

目指すまちの姿Ⅳ「活力と交流が新たな価値や魅力を創造するまち」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

６９  自治会への参加が難しい方もい

るとは思いますが、自治会への参

加をしっかり促してみてはどうで

しょうか。引っ越してきた人への

学区や地域の活動の紹介とか。 

 自治会への加入促進については、市自治会

連合会と連携し、様々な取り組みの支援を行

っているところです。いただいたご意見を参

考にさせていただきます。 

イ 

７０ 相模原駅周辺（特に返還された

土地）が今後どのように開発され

ていくか、気になっている。住民

を増やすためのマンション建設で

はなく、地域の住民が楽しんだり、

リラックスしたり、気軽に集える

ようなエリアにしていただきた

い。例えば、図書館の建設やプー

ルを含めたスポーツ施設を増やす

等、地域住民の娯楽や健康，教育

面に関する施設が増えると嬉し

い。 

 「相模原駅周辺整備推進事業（P54）」では、

相模総合補給廠一部返還地のまちづくりに

ついて、現在、施設の配置や規模等を定める

土地利用計画の策定に向けて検討を進めて

います。今後の計画策定に当たっては、市民

の方や民間企業のご意見も伺いながら進め

てまいります。 

イ 

７１ とにかく開発を最優先に考えな

くてはならない。域外からの投資

を呼び込める最後のチャンスと考

え、鉄道の強化についてより柔軟

かつ多様な検討が必要ではないか

と考える。例えば相模線の複線化、

相模線は単線であるがゆえにその

ポテンシャルを十分に発揮できて

いるとはいえない。その一方で輸

送力の逼迫がもし起こるのであれ

ば増結の方が適している。将来的

に県央からリニアへのアクセスで

相模線を有効活用することを考え

るのであれば複線化というよりは

高速化がメインになるはずで、そ

のためには部分複線や信号システ

ム改良で十分であり、これは実現

しなくてはならないはずである。  

また、小田急線延伸についても

検討が十分ではない。相模原・上

溝は 1980 年代以前の中心地であ

 本市を含む東京圏の都市鉄道の整備は、国

土交通省における交通政策審議会の答申に

基づき進められており、平成 28 年の答申に

は、おおむね 15 年後を念頭に置いた「東京

圏における今後の都市鉄道のあり方」がまと

められ、現在は、この答申に基づき、整備・

検討が進められています。本市では、答申に

おいて、意義ある路線の一つとして位置付け

られた、小田急多摩線の延伸(唐木田～相模

原～上溝)の実現に向けて、引き続き取り組

んでまいります。また、相模線の複線化につ

きましても、輸送力増強や速達性向上等、輸

送サービスの改善に向け、関係自治体等と連

携を図りながら取組を進めてまいります。 

イ 



 

 

り、現在の都市構造に対してこう

した街を振興する意義がどれほど

あるのか再考する必要があるので

はないか。一方で相模原駅を中心

として市内の交通網を再編した

り、もしくは相模原駅前開発に強

力な広域流動が必要であったりす

るのであればまた意義は変わって

くる。他にも上溝ではなく橋本に

延伸して、リニア駅よりも南側に

駅を設置するのであれば、小田急

沿線からリニアへのアクセスや橋

本駅南側から都心へのアクセスに

活用できる可能性もあり、地域振

興と引き換えに鉄道会社からの関

心が高まるかもしれない。大筋で

は問題とまでは感じていないが、

延伸に前向きな不便な地域や愛川

町の支援が得られるからと言っ

て、本当に将来にわたって広域に

必要とされる交通網を検討できて

いるのか疑問。合併当初は相模原

線の延伸を掲げたのに後になって

見直された城山・津久井町民が不

憫でならない。 



 

 

 

７２ 開発はよく考えてやって欲しい

ものです。 

まずは駅近の話です。縦長の建

物は移動がしにくく、流行りませ

ん。ボーノ相模大野も子育てした

ことない人が作ったのかな？と思

うくらい使い勝手が悪かったです

よね。ぜひ幼稚園に子供を入れて

子育ていた女性をチームに何人か

入れてください。ライフは自転車

が停めにくいので、あんまり買い

物しません。買い物カートどこお

くの？自転車置き場や駐車場は大

事なポイントです。コリドーの行

く末も気になります。 

 ボーノ相模大野は、相模大野西側地区第一

種市街地再開発事業において、施行者である

市街地再開発組合により整備されました。こ

の市街地再開発により、当該地区周辺の道路

等の都市基盤、低未利用地や空きビル等に関

する課題が解消され、大型商業施設や都市型

住宅、駐車場、駐輪場等の都市機能の集積に

よる、にぎわいの創出や既存の商業施設等と

の回遊性の向上が図られました。また、コリ

ドー街は、相模大野駅から相模大野中央公園

へつながる重要な歩行者動線の一部であり、

本市の南の玄関口にふさわしい魅力ある市

街地形成に寄与しています。  

 今後は、これら多様な都市機能や既存の都

市基盤の更なる活用を図るとともに、地域の

皆様と連携した取組を通じ、まちの持続的な

発展に取り組んでまいります。 

イ 

７３ 相模原市は道が混む。そこをど

うにかしないと駅から微妙に離れ

た大型施設は難しい。 

・道路改良事業（P52) ア 



 

 

 

７４ この前やってたアニメとのコラ

ボは Twitter で見ていて、成功し

ていると思いました。中の人達の

努力の賜物ですね。 

我が家は服は海老名のららぽーと

か町田に。食品は大和の ave に買

いに行くことが多いです。衣食住

の衣食が他の市に頼ってるので

す。 

駅から遠いところは市外からで

も遊びに行きたいと思う場所にし

て欲しいです。ちなみに私は今浜

松のぬくもりの森と春華堂本社に

遊びに行きたいと思ってます。面

白い街並みがあると、そこでご飯

やデザートを食べたいと思いま

す。さらにまあまあ近くに長い滑

り台のある遊具いっぱいの公園や

面白いスポットがあれば足を伸ば

します。そこでまたお金を落とし

ます。駅から遠いところはそうい

うのがポイントになってくると思

ってます。グランベリーパーク の

ように 1 日居られるようなとこも

良いですね。 

 市総合計画推進プログラムにおいて、本市

の個性を生かす分野として「子育て」「教育」

「まちづくり」を新たに位置付け取り組むこ

ととしています。  

 全国的に人口減少・少子高齢化が進む中に

おいても、本市が多くの方に選ばれるまちと

なるよう、具体的な取組の検討に際し参考と

させていただきます。 

イ 

７５ まちに活力を産み出すには、障

がい者、外国人といった多様性が

そのエネルギーとなる面がある。

イギリスなどはそうした多様性故

に活力が産まれ、厳しい国際社会

のなか勝ち残りつつある。思い遣

り、他者への配慮といった日本の

良さは維持しつつ、外国人、障が

い者といったマイノリティーが活

躍できる街づくりを進めること

が、この街の力になると考える。 

・共生社会推進事業（P32） 

・国際交流事業（P36) 

・人権施策推進事業（P37） 

ア 



 

 

 

７６  リニアがある政令指定都市とし

て、相模原、橋本の北口南口をさ

らならる大型商業地区として都市

化、八王子立川のように、商業エ

リアを何倍も広く街を形成すべき

だと考える。 

・橋本駅周辺整備推進事業（P54) 

 

※下線部 

 「相模原駅周辺整備推進事業（P54）」では、

相模総合補給廠一部返還地のまちづくりに

ついて、現在、施設の配置や規模等を定める

土地利用計画の策定に向けて検討を進めて

います。今後の計画策定に当たっては、市民

の方や民間企業のご意見も伺いながら進め

てまいります。 

ア 

７７ 素晴らしい自然は津久井地域で

整備し、リニアや圏央道がある町

らしく、交通量も増えるはずなの

で、田名から大島、城山まで、畑

ばかりなので調整区域を全解除

し、駅、電車の召致や、多摩ニュ

ータウン通りや甲州街道、16号、

129 号線などのような賑わいにな

ることをとてもとても長く今も夢

見ています。 

 人口減少や超高齢化の進行、市街地の拡

散・低密度化などが全国的に課題となってい

る中、住民生活を支える施設のサービス提供

や地域活力の維持が困難になるおそれがあ

ることから、持続可能な都市への転換が必要

とされています。そのため、水源地域等の自

然的な土地利用は維持しつつ、市街地におい

て、都市機能や居住の適切な誘導を図り、利

便性が高くにぎわいのあるまちを目指して

まいります。 

イ 

７８  相模原駅の北口には、市役所を

建てることが良いと考える。利便

性を高めてもらいたい。 

 「相模原駅周辺整備推進事業（P54）」では、

相模総合補給廠一部返還地のまちづくりに

ついて、現在、施設の配置や規模等を定める

土地利用計画の策定に向けて検討を進めて

います。今後の計画策定に当たっては、市民

の方や民間企業のご意見も伺いながら進め

てまいります。 

イ 

７９  国道 16 号の渋滞緩和と町田街

道との連結が必要。 

 国道 16 号の渋滞対策については、管理者

である国に対して要望しています。町田街道

との連結については、基幹事業「都市計画道

路等整備事業」において推進しているところ

です。 

イ 



 

 

 

８０ 橋本、相模原、淵野辺、相模大

野のまちづくりをすることは良い

が、まとまりがないように思われ

る。町田、八王子のように一点に

集中したまちづくりでも良いので

は無いか。 

 ２０年後の相模原市の将来像を展望し、そ

の実現に向けた基本的な指針を示す、「相模

原市都市計画マスタープラン」において、各

駅周辺の役割を拠点ごとに位置づけており、

橋本、相模原及び相模大野の「中心市街地」

は、商業・業務、居住、行政などの高次都市

機能の維持・誘導を図り、市内外の多くの人

が集い賑わいのある拠点を目指しています。  

また、淵野辺駅や上溝駅などの「地域拠点」

は、利便性の高い日常生活を営むための商

業・サービスなどの都市機能を維持・誘導し、

地域と一体となった拠点を目指しています。 

 各拠点の役割に応じた都市機能の集積を

図りながら、今後の人口減少や超高齢化への

進行を踏まえた『社会情勢等の変化に柔軟に

適応した集約連携型のまち』を目指してまい

ります。 

イ 

８１ スポーツ振興のため、テニスコ

ートなど活動の場を増やしてもら

いたい。 

 既存施設の利用状況をみながら今後の参

考といたします。 

イ 

８２  旧藤野町時代から、藤野地区で

展開されているアートメッセージ

事業などは、シュタイナー学園の

誘致による約 500 名の移住者の成

果を含めた藤野地域への移住促進

や、文化芸術事業に非常に多くの

成果を生み出しています。予算は

減少傾向にありますが、インバウ

ンドに向けた観光資源の発掘や、

アート思考等、産業への応用にお

いて、アートの重要性は 21世紀に

はさらに高まっていくと考えられ

ます。成果の分析を改めて行うと

ともに、予算の拡充や、他地域へ

の展開等を検討してみても良いの

ではないでしょうか。 

・文化芸術発表・交流活動支援事業（P64) ア 

８３  テニスコートをもっと増やして

ください。 

 既存施設の利用状況をみながら今後の参

考といたします。 

イ 



 

 

 

８４  豊かなまちづくりのためにも、

相模原補給廠の返還に一層取り組

んでもらいたい。 

・基地対策事業（P62) ア 

８５  市内を東西に結ぶ道路がいずれ

も貧弱なのに加えて、町田市から

厚木市、愛川町に直接抜けられる

道が少ないため渋滞が慢性化して

いるように見受けられます。その

ため 52 号線などの拡幅もご検討

お願い致します。 

・都市計画道路等整備事業（P51) 

  

ア 

８６ ミリオンライブとのコラボ楽し

かったので第 2 弾もお待ちしてま

す。 

 アンケートでは 34 都道府県から多くの皆

様に来訪いただき、市内を周遊していただき

ました。 

 今後も、本市に関係するコンテンツとの効

果的なコラボ企画の実施により、関係人口、

交流人口を増やし、移住・定住の促進やシビ

ックプライドの醸成などに取り組んでまい

ります。 

イ 

８７ 駅周辺の駐輪場が少なく、違法

駐輪が短時間利用なら無料で使え

る駐輪場を増やしてほしい。 

 自転車駐車場は、市全体としては充足して

いる状態と考えていますが、一部の地域では

利用率が特に高くなっていることから、今

後、利用状況等を見ながら対応について検討

してまいります。 

イ 

８８ 市街化地域でも場所によってバ

ス便が少ないので、中山間地同様

にバス会社に資金援助をする。 

 本市では、交通不便地域等における高齢者

などの移動制約者の生活交通手段を確保す

るため、路線バス等を補完する乗合タクシー

等を運行しています。市街化地域も含め、引

き続き、地域の実情に応じた移動手段の確保

に向け取り組んでまいります。 

イ 

８９  リニア中央新幹線の神奈川県駅

停車本数などは未定と聞くが、東

海道新幹線の新横浜駅のように、

駅周辺を魅力のあるまちづくりに

することで停車本数を増やすこと

が出来ると思う。「魅力的なまち」

とは、バブル時代のような画一的

な街並みではなく、相模原市らし

い美しいやまなみ・緑を活かした

まちづくりのこと。 

・橋本駅周辺整備推進事業（P54） ア 



 

 

９０  ターミナル駅周辺のライフライ

ン、変電所の地下化を進めてほし

い。 

― ウ 

９１ 近年では、自治体では珍しい人

気声優や、「アイドルマスター ミ

リオンライブ！」とのコラボによ

りシティプロモーションを積極的

に行っていますが、市の知名度を

さらに上げるためには、全国から

万単位の客を呼び込めるイベント

の開催が必要不可欠と考えます。

その一例が、毎年春に開催されて

いるももいろクローバーZ(以下:

ももクロ)のライブ「ももクロ春の

一大事 ～笑顔のチカラ つなげる

オモイ～」を相模原市に誘致する

ことです。ももクロ春の一大事は、

2017年より全国各地で開催されて

いるライブであり、同年に埼玉県

富士見市で開催した初回では、田

畑の真ん中にある公園で開催した

にもかかわらず、2 日間で 4 万人

を超える観客が来場しました。そ

の後も万単位での来場を記録して

おり、今年は福山市で開催されま

した。開催地は毎年公募で決定さ

れ、自治体側がライブ会場となる

場所の無償提供や当日の安全な開

催への協力などをする代わりに、

ももクロ側は出演料やステージ制

作・運営の経費を要求しないなど、

大型ライブを開催した経験の無い

自治体でも手を上げやすい条件と

なっています。自治体を単にビジ

ネスの相手と見るのではなく、お

互いに協力し合うことで、地域の

住民もライブに参加するファンも

“笑顔になる”催しを目指すもの

です。また、開催に伴う経済効果

も数億円単位とされており、全国

 市に関係する様々なコンテンツとの効果

的なコラボ企画を実施しており、今後も、関

係人口、交流人口を増やし、移住・定住の促

進やシビックプライドの醸成などに取り組

んでまいります。 

イ 



 

 

に市の魅力発信するとともに、経

済の活性化も期待できると考えて

おります。以上の理由から、もも

クロ春の一大事を相模原市でぜひ

とも開催していただきたいです。

イベントの方針として、「観光スポ

ットやご当地グルメ、特産品のお

土産の紹介、ご当地キャラクター

とのコラボ」を掲げていることか

ら、市のマスコット「さがみん」

と「ももクロ」メンバーとのコラ

ボや、「はやぶさ 2」「さがみはら

スイーツ」「ご当地グルメ」の PR

や会場へのブース出展などをして

みるのもいいと思います。また、

ミリオンライブの時と同じよう

に、市内の企業がコラボグッズも

作っていただきたいです。ももク

ロのファン(通称:モノノフ)は全

国に数多くいるので、ミリオンラ

イブよりも桁違いに多いで 

す。そのため、会場に行った人

はもちろん、行かなかった人も電

子媒体を介して、相模原の魅力を

知ってもらい、ファンを増やす大

きなチャンスと考えます。会場は、

ギオンスタジアムや、相模補給廠

一部返還地、相模大野グリーンホ

ールなど、アクセスしやすく、多

くの人が収容できる場所がいいと

思います。ただ、複数自治体がエ

ントリーした場合は選考があるた

め、必ずしも開催できるとは限り

ませんが、積極的なツイッター等

の活用や[Alexandros]のライブ開

催実績があることを鑑みると有利

であると考えます。 



 

 

 

９２ これ以上農地や緑が縮小しない

様、開発に制限を設けて欲しい。

オーガニックビレッジを推進して

ほしい。空き家対策に力を入れて

欲しい。 

 無秩序な開発の抑制を基本としつつ、良好

な都市環境の形成を図るため、生産緑地地区

制度などを活用し、その維持に努めていま

す。 

イ 

９３ 子育て世帯ですが中古住宅購入

やリノベーションに補助があると

知りませんでした。子育て世代に

限らず空き家活用を促して欲し

い。 

 「子育て世帯等中古住宅購入・改修費補助

事業」は、子育て世帯や若年世帯の定住・移

住の促進及び中古住宅の流通促進を図るこ

とを目的に実施しているものです。今後は、

空き家活用を含めた空き家対策に取り組ん

でまいります。 

イ 

９４ 働きやすい環境実現のためにワ

ークライフバランスの推進に取り

組む企業を表彰するだけでなく、

その働きやすさの声を広報した

り、成功事例を示すなど、他企業

も取り入れやすいよう紹介、シス

テム導入支援を促して欲しい。 

・仕事と家庭両立支援事業（P58） ア 

９５ オーガニックビレッジ実現、有

機農法推進のため有機農業への支

援を厚くして欲しい。生活の保障

をつけるなどして、就農による生

活不安軽減（助成金等や住宅補

助）、市内消費の拡大、市内での循

環に力を入れて欲しい。オーガニ

ック（農業だけでなく流通なども

含め）地球にやさしい相模原、エ

コシティを目指せるのではない

か。 

 農業者や関係事業者、地域が一体となって

取り組む有機農業の仕組みづくりを目指し、

相模原市有機農業実施計画に基づき、「オー

ガニックビレッジ」の取組を進めており、今

後につきましても、いただいたご意見を参考

に取組を進めてまいります。 

イ 

 



 

 

目指すまちの姿Ⅴ「人と自然が共生するまち」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

９６ SDGs 目標をもっと知ってもら

うように働きかけてほしい。身

近なところから、市と企業、市

民が手を取り合えるようにして

ほしい。 

・誰一人取り残さない社会の実現に向けて

（P17） 

 

ア 

９７  市役所前の桜通りを、よりき

れいに、より美しいスポットに

できたらと思う。桜は毎年キレ

イだが、その桜が咲いている通

りの美化環境は、必ずしも良い

とは言えない。ゴミの捨て方、

犬のフンの始末，嘔吐物の放置，

狭すぎる歩道（上溝側），壊れそ

うな建物等、しっかり管理・整

備すれば、相模原を代表する通

りになると思う。 

・４R推進事業（P69) 

・きれいなまちづくり推進事業（P70） 

ア 

９８ 田名地区に公園を整備しても

らいたい。新築の住居が増えて

いるが公園が少ないと感じてい

る。 

 公園をはじめとするオープンスペースは

市民の憩いの場などとして大切なものであ

ると考えており、公園の配置状況や人口など

の地域の実情を勘案し、計画的な公園配置に

努めているところです。 

 当該地区につきましては、具体的な公園整

備計画はなく、また、用地の確保等の課題が

ありますことから、現状では新たに公園を整

備することは困難でございますが、いただい

たご意見は今後の参考とさせていただきま

す。 

イ 

９９ 脱炭素推進のためライフスタ

イルの提案に力を入れて欲し

い。輸入に頼らない、地産地消

を意識するなど、生活の中で無

理なくできる形、取り入れやす

いものを新たな常識となるよう

促す。 

・脱炭素型まちづくり推進事業（P67) ア 

100 コンポストで肥料を作っても

使う所とマッチングするなど巡

るようシステム化が必要。 

 たい肥化した肥料の活用等につきまして

は、今後、調査・研究を進めてまいります。 

イ 



 

 

 

101 環境を守るために環境活動に

取り組む担い手を育む。小学生

の頃から体験授業などもあると

良い。また、就労を求める人の

マッチング先にもに担い手育成

を就労支援として促していく。 

・就労支援・職業紹介事業（P58) 

・環境を守る担い手の育成事業（P68) 

ア 

102 アップサイクル、リサイクル

活性化の為に原料となる廃棄物

を出す側にも意識をしてもら

う。原料の無償提供（廃棄処理

費軽減）などのマッチング促進

に力を入れて欲しい。たい肥化

→農地で利用のシステムも推進

してほしい。（学校給食分は学校

で処理など、助成を行う。 

 たい肥化した肥料の活用等につきまして

は、今後、調査・研究を進めてまいります。 

イ 

103 きれいなまちづくりの為に美

化の日常化に力を入れて欲し

い。学校でも月１回近隣のゴミ

拾いの日（クラスごと）を作れ

ば３クラス×６学年とすると毎

日学校のある日はどこかのクラ

スがゴミ拾いに出る事になり、

近隣の方との交流（あいさつ）

の場となるのではないか。もち

ろん職場でも導入できるのでは

ないか。（明らかに大人のゴミが

多い、タバコ、酒）ゴミ拾いが

大変だとわかれば、ポイ捨ても

やめようと思うはず。 

・４R推進事業（P69) 

・きれいなまちづくり推進事業（P70） 

ア 

104 地産地消、使えるものは最後

まで、リサイクルを当たり前に

原料も相模原産のものを推奨し

ていく。 

 資源のリサイクルは、ごみの減量化、資源

化を目的に、各施策に事業を位置付けていま

す。いただいた意見が今後の参考とさせてい

ただきます。 

イ 

105 バイオマスボイラーを有効導

入、資源とのバランスをうまく

とっていく。市のやっている政

策を民間とも繋がりアピールし

ていく。（協働事業に参入しやす

くする） 

・木質バイオマスボイラー導入事業（P15) ア 



 

 

 

106 生物多様性のために都市緑化

推進してほしい。生物多様性を

森林や川にお任せにせず、都市

部の緑も生物を守る意識を啓

発。レクリエーションパークの

人工芝はマイクロプラ問題にも

つながるので、天然にしてくだ

さい。農地、田んぼ、プレイパ

ークを増やし自然あふれる街

へ。 

・生物多様性さがみはら戦略推進事業（P73) 

・都市緑化推進事業（P76) 

 

※下線部 

 相模原スポーツ・レクリエーションパーク

において、人工芝は天候や維持管理に左右さ

れず、年間を通じて安定的に市民へ利用を供

することができることから採用しました。そ

のため、天然芝への変更は考えておりません

が、マイクロプラスチック流出対策について

は対策を検討してまいります。 

ア 

 



 

 

目指すまちの姿Ⅵ「多様な主体との連携・協働により持続的に発展するまち」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え方」 区分 

107 デジタル化を進めることは、省

力化の観点から重要であるが、一

方で、AIや入力フォームではすく

いきれない市民ニーズがある。ま

た、市の現場の声を国に届けてほ

しい。 

マイナンバーによる引越しワン

ストップサービス、保険証のマイ

ナカード一元化などは、自治体行

政や民間事業者の省力化・コスト

減に貢献しているのか疑問であ

る。DXを進めるなら国と一体とな

り、市の、この街の現場の声を反

映して合理的に進めてほしい。 

AI や DX の限界、デメリットに

も目を逸らさず、人による接遇、

対面による市民サービスの良さ

も、確実に、次世代に残していっ

てほしい。 

 行政サービスにおけるデジタル化は、国が

示す「自治体デジタル・トランスフォーメー

ション(ＤＸ)推進計画」を踏まえ、各地方公

共団体において取組みを進めています。 

 当該取組みについては、ご指摘のとおり、

行政事務の効率化も目的の一つですが、デジ

タル技術を活用することによる、行政サービ

スの利便性向上を図ることも、重要な目的と

なっています。 

 こうしたことから、ご指摘にありましたと

おり、市民の皆様の声に耳を傾けながら、「職

員(人間)がやるべきこと」と「デジタルで行

うべきもの」を見極めるとともに、各デジタ

ル技術が抱えるリスク等についても十分に

議論を行い、必要に応じて国とも意見交換を

行いながら、施策を検討してまいります。 

イ 

108 市営斎場を早く整備して欲し

い。 

・（仮称）新斎場整備事業（P44) ア 

109 行政サービスだけでは補うこと

が難しい、狭間にある社会課題を

解決するため、地域団体や市民団

体に積極的に加わってもらうこと

が重要だと感じる。しかし持続可

能な団体運営のノウハウが十分で

はないため、想いはあっても事業

として成り立たせることが難しい

と感じる。そこで緑区にある森ら

ぼのような、地域活動支援から起

業支援まで行い、お互いの交流が

生まれるような形態の施設を他の

区でも取り入れられるとよい。 

 市と NPO 法人が協働で運営し、市民活動を

総合的にサポートする、「さがみはら市民活

動サポートセンター」では、これから市民活

動を行うことを考えている方へ向けて各種

講座をご用意しています。NPO 法人の立ち上

げ方から労務・会計・事業報告書の書き方な

ど、普段の活動で必要になる知識の習得をサ

ポートできるものです。また、各区での NPO・

市民活動の個別相談の実施も行っており、団

体ごとの困りごとの相談場所を設置してお

ります。そのため、各区に施設を設置するこ

とを現段階では考えておりませんが、今後の

参考とさせていただきます。 

イ 



 

 

 

110 市民協働推進事業は、市民の声を市

政に反映させる非常に先駆的な取り組

みかと思われます。市民協働推進事業

課の皆様には大変お世話になり、個人

としても参加している団体で採択を受

け効果的に協働させていただいたとは

思います。実際には認知度が低いため

か募集数が少なかったり、また当初の

プレゼンの際に担当部局からすると仕

事が増えるということのためか、あま

り前向きな態度で対応いただけない部

署の方がいるケースなどもあり、理念

に対しての仕組みの改善は必要な事業

ではないかと感じています。意味のあ

る市民協働であれば、1 人月は無理で

も該当課 0.5 人月増員をいただく等も

含めて、市民協働推進が本当の意味で

実現でき、徐々に市政に反映されるよ

うな制度となれば、世界的にみても評

価される取り組みではないかと思って

います。Decidim（デシディム）という、

参加型のプラットフォームはバルセロ

ナや、兵庫県加古川市や東京都渋谷区

でも利用が始まっています。是非、デ

ジタルツールも活用して、まちづくり

の意見反映を進めいただけたらと思っ

ています。 

参考リンク： 

https://suumo.jp/journal/2022/03/02/185463/ 

 他都市の事例をご紹介いただきありが

とうございます。協働事業提案制度のこ

とかと思われますが、ご指摘のとおり、

認知度の低さは承知しており、各種新し

い周知方法について取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 市民がまちを良くしようという気持ち

を市政に反映できる仕組みを今後も検討

してまいります。 

イ 

 


